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2016年世界各地では相変わらずテロが横行し、多くの罪なき人々の尊い命が奪われています。イギリスでは
国民投票により EUよりの離脱が決まり、日本経済にも多大な影響を及ぼすことが予想され、目の離せない事案
となっています。アジアにおいては北朝鮮より日本海へ向けてのミサイル実験が繰り返され、中国の南シナ海・
南沙諸島への進出は国際仲裁裁判による判断が下されましたが、依然として膠着状態が続くことも予想され、い
つ紛争に巻き込まれないとも限らない状況が続いています。日本に目を向けると、自然災害の猛威は相変わら
ず、熊本大地震をはじめ各地の異常気象など生命や生活の脅威が続いています。都知事の政治資金に関する倫理
問題は辞職により騒動の収拾となりましたが、実際のところは、政治と金の問題の氷山の一角、トカゲのしっぽ
切りの感がいなめません。当地室蘭では長らく休止されていた本州とのフェリー航路が、2018年６月より室蘭
―宮古間で新設されることが決まり、人口減で閉塞感の漂う地域の明るいニュースといえます。
医療関係に目を向けると、西胆振管内も含め日本の少子高齢化はますます進み、団塊の世代が75歳の後期高
齢者になる2025年問題もせまり、５人に１人が75歳となる超高齢化社会もいよいよ数年後にさしせまってい
ます。医療費は1.5倍、介護費は2.4倍に膨らむとされ財源確保、医療や介護を担う人員の確保などが大きな社
会問題となっています。そのような中、当院は、新年度の取り組みとして、今まで医局所属だった地域連携室、
看護局所属だった訪問看護室を集約し、新たに入退院支援を強化し医療連携・患者支援推進センターを立ち上げ
ました。今後の医療情勢を見据えて、在宅療養の強化、地域内の医療施設との関係強化をはかり、患者サービス
の向上を目指し実績を積み上げています。
さて市立室蘭総合病院医誌もこのたび41巻目の発刊となりました。今年は３編の臨床研究報告と５編の症例
報告、病理解剖症例概要、CPCをはじめ、各種院内研究会・研修会記録、各部署の業務活動報告、年間業績集
などが掲載されております。勤務医が漸減し、ますます日常多忙な医療業務をこなしている若手医師や臨床研修
に励んでいる研修医からの論文が多くを占め、その指導を取られた諸兄の努力に敬服いたします。また多忙な診
療活動の中で執筆を担当された職員の皆様と本誌発刊にご尽力いただいた編集委員の皆様に深謝いたします。
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